
昨
年
の
二
学
期
は
、
「
人

事
評
価
結
果
『
Ｄ
』
の
者
の

昇
給
な
し
、
勤
勉
手
当
の
削

減
」
を
内
容
と
す
る
県
教
委

提
案
に
対
し
、
反
対
の
意
思

表
示
を
す
る
一
筆
署
名
を
各

職
場
か
ら
集
め
県
教
委
に
提

出
し
、
三
回
に
渡
る
県
教
委

と
埼
教
連
（
埼
教
組
と
埼
高

教
で
構
成
）
の
団
体
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年

度
か
ら
、
人
事
評
価
結
果

「
Ｄ
」
の
職
員
は
「
原
則
昇

給
な
し
」
で
す
が
、
「
斟
酌

し
て
４
号
昇
給
な
し
と
す
る

の
が
妥
当
で
な
い
場
合
は
昇

給
す
る
こ
と
が
あ
る
」
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

今
年
の
秋
の
賃
金
・
勤
務

条
件
改
善
の
た
た
か
い
は
、

新
し
い
段
階
に
入
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
昨
年

の
国
会
で
学
校
教
育
法
が
改

悪
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

副
校
長
・
主
幹
教
諭
・
指
導

教
諭
を
「
置
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
ま
し
た
。
「
で
き

る
規
定
」
で
す
か
ら
置
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

埼
教
組
は
秋
の
人
事
委
員

会
勧
告
で
「
新
た
な
職
」
の

配
置
に
言
及
さ
せ
な
い
よ
う
、

人
事
委
員
会
に
署
名
を
提
出

し
ま
す
。
職
場
で
署
名
活
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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さ
い
た
ま
市
教
組
は
、
六

月
二
四
日
付
で
四
九
項
目
に

渡
る
要
求
書
を
市
教
委
に
提

出
し
ま
し
た
。
一
七
日
と
二

四
日
の
二
回
に
分
け
て
、
団

体
交
渉
を
実
施
し
ま
す
。

要
求
項
目
は
多
岐
に
渡
り

ま
す
が
、
主
な
項
目
に
つ
い

て
示
し
ま
す
。

【
指
導
１
課
関
係
】

◇
「
英
会
話
」
は
学
校
の
意

向
を
尊
重
し
て
行
う
こ
と
。

◇
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
固
定
せ
ず
、
授

業
が
成
り
立
た
な
い
の
で
、

民
間
委
託
を
止
め
る
こ
と
。

◇
小
学
校
の
計
画
訪
問
の
３

年
サ
イ
ク
ル
の
見
直
し
で
、

多
く
て
も
３
教
科
・
領
域
と

す
る
こ
と
。

◇
教
育
課
程
説
明
会
は
一
方

的
な
説
明
と
し
な
い
で
、
丁

寧
に
質
問
・
意
見
を
受
け
止

め
る
こ
と
。

◇
全
国
体
力
テ
ス
ト
は
止
め

る
こ
と
。

【
指
導
２
課
関
係
】

◇
改
訂
学
習
指
導
要
領
実
施

前
に
、
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
廃
止
す
る
こ
と
。

◇
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

児
童
・
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
は

止
め
る
こ
と
。

【
教
育
研
究
所
】

◇
二
〇
〇
九
年
度
全
国
一
斉

学
力
テ
ス
ト
は
や
ら
な
い
こ

と
。

◇
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
公

表
し
な
い
こ
と
。

【
与
野
本
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
】

◇
岩
槻
区
の
３
小
学
校
・
１

中
学
校
に
配
送
し
て
い
る
給

食
が
さ
め
て
出
さ
れ
る
の
で
、

改
善
す
る
こ
と
。

【
舘
岩
少
年
自
然
の
家
】

◇
赤
城
と
同
じ
よ
う
に
、
舘

岩
で
も
、
泊
を
伴
う
行
事
に

看
護
師
の
同
行
を
実
施
す
る

こ
と
。

【
学
校
施
設
課
、
他
の
課
】

◇
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を

前
倒
し
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

【
教
職
員
課
】

◇
割
振
り
変
更
簿
の
使
用
を

徹
底
す
る
こ
と
。
平
日
の
教

材
研
究
と
部
活
も
対
象
と
す

る
こ
と
。

◇
人
事
評
価
シ
ー
ト
と
重
複

す
る
の
で
学
級
経
営
案
は
止

め
る
こ
と
。

◇
人
事
評
価
の
総
合
評
価
は

自
己
評
価
を
基
本
と
す
る
こ

と
。

◇
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の

後
補
充
を
早
急
に
確
保
す
る

こ
と
。

【
健
康
教
育
課
】

◇
保
健
室
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の

パ
ソ
コ
ン
を
置
く
こ
と
。

今
年
の
二
月
、
全
国
人
事

委
員
会
連
合
会
（
全
人
連
）

は
新
し
い
職
に
対
応
す
る
特

２
級
給
料
表
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
全
国
で
は
愛
知

県
、
奈
良
県
、
愛
媛
県
、
佐

賀
県
の
人
事
委
員
会
が
特
２

級
給
料
表
を
提
示
し
ま
し
た
。

す
で
に
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
に
は
新
給

料
表
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
賃
金
に
差
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
は
、
人
事
評
価
を
提

出
し
な
い
と
評
価
が
「
Ｃ
」

に
な
り
、
二
年
続
け
て
出
さ

な
い
と
「
Ｄ
」
評
価
に
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
給
料
に

差
が
出
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
対
等
平
等

な
関
係
の
中

で
、
教
育
実

践
の
こ
と
、

学
年
行
事
の

こ
と
、

生
活
指
導
の

こ
と
、
保
護

者
対
応
の
こ

と
、
な
ど
を

話
し
合
い
、
取
り
組
み
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
に
「
新
た
な
職
」
を

置
い
て
、
給
料
で
差
を
つ
け

る
こ
と
は
、
互
い
の
信
頼
関

係
を
損
な
い
、
率
直
な
議
論

と
掛
け
値
な
し
の
共
同
に
ひ

び
が
入
る
危
険
性
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
「
人
よ
り
高

い
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
も
っ
と
働
け
」
と
、

校
長
か
ら
命
令
さ
れ
る
実
態

が
あ
り
ま
す
。
現
に
東
京
都

の
小
中
学
校
で
は
、
「
や
っ

て
い
ら
れ
な
い
」
と
主
幹
教

諭
の
な
り
手
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
ま
す
。
職
場
の
共
同
関

係
を
壊
す
賃
金
格
差
を
わ
た

し
た
ち
は
拒
否
し
ま
す
。


